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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ま
に

お
か
れ
ま
し
て
は
健
や
か
に
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
は
練
老

連
各
種
事
業
に
ご
協
力
を
い
た

だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

毎
年
毎
年
、
月
日
が
過
ぎ
去

る
速
さ
に
驚
き
を
隠
せ
ま
せ

ん
。
つ
い
先
日
元
号
が「
令
和
」

に
変
わ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す
が
、
も
う
令
和
６
年
の
春
を

迎
え
ま
し
た
。
昨
年
を
振
り
返

り
ま
す
と
、
例
年
と
は
違
っ
た

寿
文
化
祭
（
表
彰
式
・
芸
能
大

会
・
作
品
展
）
の
開
催
に
伴
い
、

定
時
総
会
終
了
早
々
に
わ
か
に

慌
た
だ
し
い
日
々
で
あ
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

寿
文
化
祭
は
最
初
で
最
後
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
各
地
区
の
特

色
を
出
し
合
い
、協
力
し
合
い
、

仲
間
を
意
識
し
合
っ
た
貴
重
な

体
験
に
繋
が
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
会
員
の
皆
さ
ま

に
は
存
分
に
お
楽
し
み
い
た
だ

け
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。
お
か

げ
さ
ま
で
す
べ
て
の
会
場
で
無

事
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
も
偏
に
会
長
さ
ん

は
じ
め
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
協

力
の
賜
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

12
月
に
行
い
ま
し
た
友
愛
実

践
活
動
講
習
会
で
の
「
フ
レ
イ

ル
予
防
講
演
」「
落
語
」
も
好

評
で
し
た
。
私
た
ち
は
高
齢
期

を
楽
し
く
、
生
き
が
い
を
持
っ

て
暮
ら
し
て
い
き
た
い
と
望
む

も
の
で
す
が
、
そ
れ
に
は
「
健

康
」は
大
き
な
柱
と
な
り
ま
す
。

年
齢
と
と
も
に
体
力
が
落
ち
る

と
い
う
現
実
も
受
け
入
れ
な
が

ら
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す
「
予

防
」
が
重
要
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
フ
レ
イ
ル
、
サ
ル
コ
ペ

ニ
ア
、
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
等
々
横
文
字
だ
ら
け
の

昨
今
で
す
が
、
あ
り
が
た
い
こ

と
に
こ
れ
ら
の
「
予
防
」
に
出

会
う
機
会
は
た
く
さ
ん
用
意
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
一
人
よ
り
仲

間
と
一
緒
に
や
っ
た
方
が
長
続

き
も
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ク
ラ
ブ
で

も
取
り
組
み
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
練
老
連
で
も
引
き
続
き

健
康
講
座
等
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

２
月
に
は
「
ご
招
待
友
愛
活

動
」、
３
月
は
「
輪
投
げ
大
会
」

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ

多
く
の
ク
ラ
ブ
か
ら
多
く
の
会

員
の
皆
さ
ま
が
ご
参
加
く
だ
さ

い
ま
す
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。辰

年
令
和
６
年
が
、
希
望
に

満
ち
、
そ
し
て
穏
や
か
な
年
に

な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
願

い
、
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
会

員
の
皆
さ
ま
の
益
々
の
ご
活
躍

と
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ

年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

仲
間
と
と
も
に
歩
む

仲
間
と
と
も
に
歩
む

練
馬
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

会
長
　
芹
澤
一
二
三
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

練
馬
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

貴
連
合
会
の
皆
様
は
、
コ
ー

ラ
ス
や
ダ
ン
ス
、
体
操
教
室
な

ど
健
康
づ
く
り
や
、
一
人
暮
ら

し
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
な
ど

に
取
り
組
ま
れ
、
地
域
福
祉
の

向
上
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て

い
ま
す
。
心
か
ら
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

早
い
も
の
で
、
皆
様
に
御
支

援
頂
い
て
区
長
に
就
任
し
て
、

間
も
な
く
10
年
に
な
り
ま
す
。

こ
の
間
、
数
々
の
「
練
馬
区
モ

デ
ル
」
を
立
ち
上
げ
、
全
国
自

治
体
を
先
導
す
る
多
数
の
政
策

を
実
現
し
て
き
ま
し
た
。

区
民
の
皆
様
と
力
を
合
わ
せ

た
そ
の
努
力
が
実
を
結
び
、
練

馬
区
は
今
、
新
た
な
発
展
期
を

迎
え
て
い
ま
す
。
練
馬
区
の
福

祉
医
療
サ
ー
ビ
ス
は
飛
躍
的
に

充
実
し
ま
し
た
。
区
独
自
の
幼

保
一
元
化
施
設
「
練
馬
こ
ど
も

園
」
の
創
設
、
保
育
所
待
機
児

童
ゼ
ロ
の
３
年
連
続
達
成
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
大
増

設
、
病
床
一
千
床
の
大
幅
増
、

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
開
設
な

ど
、枚
挙
に
暇
が
あ
り
ま
せ
ん
。

大
江
戸
線
の
延
伸
、
西
武
新
宿

線
の
延
伸
な
ど
、
都
市
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
も
大
き
く
前
に
進
み

ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
加
え
て
、

昨
年
６
月
に
は
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ

タ
ー
の
ス
タ
ジ
オ
ツ
ア
ー
東
京

が
開
設
し
、
11
月
に
は
全
国
都

市
農
業
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開

催
し
ま
し
た
。
東
京
都
練
馬
児

童
相
談
所
の
開
設
、
区
立
美
術

館
の
改
築
な
ど
、
練
馬
区
が
推

し
進
め
て
き
た
重
要
な
政
策
が

実
現
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。

当
然
な
が
ら
、
高
齢
者
福
祉

も
、
私
が
進
め
る
区
政
の
極
め

て
重
要
な
一
環
で
す
。
人
生

１
０
０
年
時
代
を
迎
え
、
皆
様

の
よ
う
な
元
気
で
活
力
あ
る
老

人
ク
ラ
ブ
を
積
極
的
に
応
援

し
、子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

誰
も
が
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま

ち
の
実
現
に
全
力
を
尽
く
し
て

ま
い
り
ま
す
。
お
力
添
え
を
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
練
馬
区
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
の
益
々
の
発
展
と
、

芹
澤
会
長
を
は
じ
め
会
員
の
皆

様
の
今
後
一
層
の
活
躍
を
祈
念

申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ練

馬
区
長
　
前
川
　
燿
男
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

令
和
６
年
の
輝
か
し
い
新
春

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
練
馬
区
議

会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、
謹
ん

で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。貴

連
合
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃

よ
り
区
政
な
ら
び
に
区
議
会
に
対

し
ま
し
て
、
温
か
い
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
ら
ん
ま
ん
」

の
放
映
、
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
施

設
の
オ
ー
プ
ン
、
全
国
都
市
農
業

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
な
ど
、

練
馬
区
に
注
目
が
集
ま
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
立
て
続
き
、
地
域
経

済
の
活
性
化
な
ど
に
大
き
な
成
果

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
そ
の
成
果
を
一
過
性
の

も
の
と
せ
ず
、
練
馬
区
の
発
展
に

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

り
ま
す
。

区
で
は
、
区
政
を
更
に
前
に
進

め
、
目
指
す
将
来
像
で
あ
る
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
構
想
を
実
現
す
る

た
め
、
今
年
度
中
に
第
３
次
み
ど

り
の
風
吹
く
ま
ち
ビ
ジ
ョ
ン
を
策

定
い
た
し
ま
す
。
新
た
な
ビ
ジ
ョ

ン
の
も
と
で
練
馬
区
が
更
に
発
展

し
、
本
年
が
区
民
の
皆
様
に
と
り

ま
し
て
明
る
く
希
望
に
満
ち
た
年

に
な
る
よ
う
願
う
も
の
で
あ
り
ま

す
。わ

が
国
は
、
世
界
に
類
を
み
な

い
ス
ピ
ー
ド
で
超
高
齢
社
会
を
迎

え
て
お
り
、
令
和
７
年
に
は
団
塊

世
代
の
す
べ
て
の
方
が
後
期
高
齢

者
と
な
り
ま
す
。
区
内
で
は
、
高

齢
者
の
う
ち
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の

方
は
３
割
超
、
認
知
症
の
方
は
２

割
近
く
を
占
め
て
お
り
、
今
後
、

高
齢
者
人
口
の
増
加
に
伴
っ
て
、

支
援
が
必
要
な
高
齢
者
は
更
に
増

え
て
い
き
ま
す
。

こ
う
し
た
将
来
を
見
据
え
、
区

で
は
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
、

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
・
推
進
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

区
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

前
川
区
長
と
手
を
携
え
て
、
高
齢

者
の
皆
様
が
健
や
か
に
生
き
が
い

を
持
ち
な
が
ら
暮
ら
し
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、
よ
り
一
層
尽
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
労
働
力

不
足
も
懸
念
さ
れ
る
中
、
地
域
社

会
の
活
力
を
維
持
・
向
上
さ
せ
て

い
く
た
め
に
は
、
元
気
高
齢
者
の

皆
様
が
地
域
活
動
の
担
い
手
と
し

て
活
躍
で
き
る
よ
う
な
環
境
づ
く

り
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り

ま
す
。

多
く
の
高
齢
者
が
い
き
い
き
・

は
つ
ら
つ
と
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま

す
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
様
に
は
、
高

齢
者
相
互
の
交
流
だ
け
に
と
ど
ま

ら
ず
、
行
政
や
町
会
・
自
治
会
な

ど
の
関
係
団
体
と
連
携
し
て
、
安

全
・
安
心
な
地
域
づ
く
り
の
た
め

に
多
大
な
貢
献
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

今
後
更
に
高
齢
化
が
進
ん
で
い

く
中
で
、
皆
様
方
の
役
割
は
益
々

大
き
く
な
っ
て
い
く
も
の
と
存
じ

ま
す
。
引
き
続
き
お
力
添
え
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。結

び
に
あ
た
り
、
練
馬
区
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
の
益
々
の
ご
発
展

と
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご

活
躍
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま

し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

�

練
馬
区
議
会
議
長
　
田
中
よ
し
ゆ
き
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12
月
７
日
（
木
）
東
京
都
老
人
ク
ラ
ブ
大

会
が
、
文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
昨
年
同
様
表

彰
式
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

東
京
都
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰
受

賞
者
は
次
の
個
人
と
団
体
で
す
。
ま
た
、
全

国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰 
活
動
賞

の
表
彰
も
合
わ
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

光
が
丘
公
園
南
ク
ラ
ブ	

（
会
長　

玉
井　

芳
之
）

谷
原
幸
楽
会	

（
会
長　

吉
良　
　

集
）

練
馬
熟
年
会	

（
会
長　

荻
野　

眞
勝
）

◆
育
成
功
労
者

白
井　

和
江	

（
フ
レ
ン
ド
ク
ラ
ブ
貫
井
会
長
）

本
間　

善
保	

（
旭
丘
一
丁
目
福
寿
会
会
長
）

皆
葉　

芳
男	

（
み
ら
く
会
会
長
）

瀬
尾　

恭
三	

（
高
野
台
長
寿
会
会
長
）

◆
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
増
強
賞

中
村
熟
年
ク
ラ
ブ
松
寿
会	

（
会
長　

関
口　

光
雄
）

な
か
む
ら
悠
々
会	

（
会
長　

濱　
　

一
利
）

い
づ
み
会	

（
会
長　

山
本　

文
溪
）

若
葉
相
生
会	

（
会
長　

小
嶋　

英
行
）

光
が
丘
む
つ
み
会	

（
会
長　

平
瀬　

力
男
）

田
柄
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ク
ラ
ブ	
（
会
長　

相
原　

完
次
）

谷
原
幸
楽
会	
（
会
長　

吉
良　
　

集
）

高
野
台
長
寿
会	

（
会
長　

瀬
尾　

恭
三
）

仁
泉
会	

（
会
長　

尾
上　

孝
一
）

◆
活
動
賞
（
仲
間
づ
く
り
部
門
）

土
支
田
み
ど
り
会	

（
会
長　

関
口　

嗣
男
）

◆
全
老
連
・
活
動
賞
（
健
康
づ
く
り
部
門
）

仁
泉
会	

（
会
長　

尾
上　

孝
一
）

文京シビックセンターにて開催

東
京
都
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

受
賞
者
多
数　

称
え
ら
れ
し
日
々
の
功
績
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今年度の寿文化祭「芸能大会」は、練馬文化センターが
工事中のため地区ごとに会場を分散し、９月 20日を皮切
りに 10月 30日まで、６回（３会場）行いました。
地区会長を中心に、各地区応援スタッフにより「計画か
ら実施」までご協力いただきました。従来は時間の都合で
出場回数・組数の制限が設けられていましたが、今年は思
い切り楽しんでいただけたのではないでしょうか。
それでは各地区の舞台を写真でお楽しみください。

「芸能大会」

第56回寿文化祭 各会場で華やかに開催各会場で華やかに開催

9月20日
生涯学習センター

石神井東・石神井中地区

9月21日
関区民ホール
大泉西地区

9月28日
生涯学習センター
大泉東地区

第101号 6



工夫してスムーズな工夫してスムーズな
会場運営会場運営

10月11日
光が丘区民ホール

上練馬第一・上練馬第二地区

10月17日
生涯学習センター
中新井・南・北地区

10月30日
関区民ホール
石神井西地区

第101号7



11月11日（土）・12日（日）大泉学園ゆめりあギャ
ラリーで作品展が開催され、老人クラブ会員・一般
区民による作品 250 余点が展示され、多くの来観
者を迎えました。
７階会場のエレベーターを降りると、まず目に飛
び込んで来るのは３枚の大きなキルトのタペスト
リー。「おぉー」と感嘆の声が上がります。
展示作品を見終わった帰り際には、「皆さんプロ
級ですね」「感動しました」「全てが素晴らしい」「来
年は自分も出展したい」「ありがとうございました」
等々嬉しい声をたくさんいただきました。
書道、絵画、俳句、仏像、切り絵、陶器、折り紙、
ビーズ手芸、押し花、編物、写真、吊るし雛、絵手
紙、はがき絵、パッチワーク等々、大きな会場が皆
さんの力作で一杯になりました。「２日間ではもっ
たいない」の声も聞こえてきました。今回出展でき
なかった方も次回はぜひご出展ください。作品展終
了後に一般の方から「素晴らしかった」と電話があっ
たことも付け加えさせていただきます。

大泉学園ゆめりあギャラリーに大泉学園ゆめりあギャラリーに
� 250点以上の力作が集結！� 250点以上の力作が集結！

第56回寿文化祭
「
作
品
展
」
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私たちは練馬区老人クラブ連合会を応援しています
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赤い羽根共同募金・社会奉仕活動集計表（令和５年度）
地区・クラブ名 赤い羽根募金 社会奉仕

光が丘クラブ 3,000 円 7 名
光が丘公園南クラブ 3,000 円 ─
八丁クラブ 3,000 円 27 名
６．石神井東地区 57,990 円 39 名
谷原幸楽会 10,000 円 ─
富士見台富友会 6,700 円 ─
三　友　会 5,000 円 7 名
南田中若葉会 3,500 円 ─
南田中みつば会 4,000 円 9 名
百々喜会老人クラブ 15,790 円 11 名
高野台長寿会 8,000 円 12 名
石神井町１丁目末広会 5,000 円 ─
７．石神井中地区 55,561 円 131 名
石神友和会 7,500 円 14 名
石神井明朗会 7,300 円 7 名
梅　和　会 2,500 円 5 名
宝　寿　会 5,500 円 12 名
三原台寿会 3,000 円 7 名
三原台友の会 12,200 円 11 名
三原台親交会 3,200 円 ─
あけぼの会 5,000 円 14 名
下石神井千川クラブ 3,061 円 13 名

地区・クラブ名 赤い羽根募金 社会奉仕
下石神井さとみ会 3,000 円 26 名
睦 ク ラ ブ 3,300 円 22 名
８．石神井西地区 81,686 円 43 名
関町千歳会 43,686 円 雨のため中止
老人クラブみどり会 4,000 円 9 名
石神井台ことぶき会 0 円 ─
関町鶴寿会 10,000 円 ─
石神井白寿会 5,000 円 ─
石神井台鶴亀会 4,000 円 ─
シニアクラブ若竹会 10,000 円 11 名
石神井台昭西清和会 5,000 円 23 名
９．大泉東地区 52,000 円 105 名
喜　楽　会 3,000 円 人数が集まらず中止
老　松　会 3,000 円 3 名
北　園　会 3,000 円 12 名
和泉町会親泉クラブ 5,000 円 14 名
大泉学園長寿会 5,000 円 10 名
ま つ ば 会 5,000 円 13 名
大泉共栄寿クラブ 3,000 円 5 名
東　友　会 4,000 円 6 名
練馬熟年会 5,000 円 25 名
学　園　会 11,000 円 12 名
ときめき会 5,000 円 5 名
10．大泉西地区 80,743 円 125 名
仁　泉　会 8,923 円 残暑のため中止
泉　寿　会 16,050 円 ─
長　生　会 6,000 円 27 名
八 千 代 会 6,500 円 18 名
一新長寿会 10,000 円 13 名
東大泉親寿会 4,000 円 13 名
こぐれクラブ 8,145 円 44 名
東大泉ことぶき会 5,100 円 10 名
学園みどりクラブ 0 円 ─
友　宝　会 10,225 円 ─
大泉学園南町会はつらつクラブ 5,800 円 ─

合計 586,384 円 939 名

──社会奉仕欄の は未回答

今年度も皆さんのご協力をいただいて、赤い羽根共同募金に 58 万 6,384 円のご
浄財をご寄付いただきました。

いただいた募金は、日本赤十字社と練馬区社会福祉協議会にお渡しいたしました。
誠にありがとうございました。

赤い羽根共同募金
全国一斉社会奉仕活動
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赤い羽根共同募金・社会奉仕活動集計表（令和５年度）

地区・クラブ名 赤い羽根募金 社会奉仕
１．中新井地区 67,544 円 145 名
中村熟年クラブ松寿会 14,000 円 25 名
生きいきクラブ中村寿会 5,000 円 ─
松みどり会 2,000 円 9 名
豊玉クラブ 6,544 円 人数が集まらず中止
豊玉長寿会 7,500 円 8 名
中村地区おもとの会 3,000 円 13 名
豊 玉 寿 会 5,000 円 ─
豊玉上二寿会 5,000 円 40 名
なかむら悠々会 3,500 円 15 名
中村松竹会 2,000 円 7 名
豊玉東寿会 5,000 円 10 名
豊玉西寿会 3,600 円 11 名
豊  寿  会 5,400 円 7 名
２．南地区 68,660 円 72 名
旭丘福寿会 5,000 円 ─
桜台１丁目桜クラブ 5,000 円 ─
羽沢和楽会 5,000 円 8 名
小竹町竹友会 5,000 円 7 名
八千代クラブ 5,000 円 6 名
旭丘１丁目福寿会 5,000 円 12 名
い づ み 会 3,000 円 15 名
桜台親和クラブ 5,000 円 感染予防中止
旭丘東寿会 5,000 円 ─
栄町百寿会 20,660 円 24 名
桜台九十九会 5,000 円 ─
３．北地区 40,050 円 71 名
仲一クラブ 0 円 ─
北町朗友会 3,000 円 8 名
早宮末広会 5,000 円 9 名
平和台悠交会 0 円 ─
北町ことぶき会 5,000 円 19 名
早宮和光クラブ 5,000 円 12 名
北町いずみ会 4,050 円 8 名
北二絆の会 0 円 ─
北三長寿会 10,000 円 ─
北二福寿会 3,000 円 15 名
錦　寿　会 0 円 ─
平和台１丁目喜生会 0 円 ─
ひばり睦青空会 0 円 ─

地区・クラブ名 赤い羽根募金 社会奉仕
仲三睦こぶし会 0 円 ─
氷川台クラブ 5,000 円 ─
４．上練馬第１地区 23,900 円 58 名
東春日町翁姉会 3,000 円 6 名
高松地区おもとの会 5,400 円 16 名
フレンドクラブ貫井 5,000 円 15 名
豊島園地区おもとの会 3,000 円 8 名
万年青の会 0 円 ─
貫井東福寿会 7,500 円 13 名
春日町シニアクラブ 0 円 ─
５．上練馬第 2地区 58,250 円 150 名
旭町長寿会 1,000 円 13 名
高松クラブ 3,000 円 ─
若葉相生会 6,650 円 15 名
旭町２丁目久生会 6,135 円 18 名
み ら く 会 5,000 円 10 名
土支田みどり会 6,965 円 ─
田柄健康クラブ 2,500 円 13 名
光が丘むつみ会 3,000 円 37 名
田柄ダイヤモンドクラブ 10,000 円 ─
光　寿　会 3,000 円 10 名
白　雪　会 2,000 円 ─

今年度も皆さんのご協力をいただいて、赤い羽根共同募金に 58 万 6,384 円のご
浄財をご寄付いただきました。

いただいた募金は、日本赤十字社と練馬区社会福祉協議会にお渡しいたしました。
誠にありがとうございました。

赤い羽根共同募金
全国一斉社会奉仕活動
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令
和
５
年
10
月
５
日
（
木
）
に

練
馬
総
合
運
動
場
で
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
軽

い
準
備
体
操
後
、
元
気
に
試
合
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
10
ク
ラ
ブ
が
参
加
を

し
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮

し
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ル
近
く
に
玉
が
止
ま
る

と
、「
惜
し
か
っ
た
」
と
悔
し
が
っ

た
り
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が
出
る

と
拍
手
喝
采
し
、
飛
び
跳
ね
て
喜

ん
だ
り
す
る
会
員
さ
ん
も
い
ま
し

た
。
一
喜
一
憂
し
な
が
ら
、
大
会

は
終
了
し
ま
し
た
。
終
了
後
は
順

位
に
関
係
な
く
「
楽
し
か
っ
た
」

と
感
想
を
言
っ
て
帰
ら
れ
ま
し
た
。

順位 クラブ名 １回戦 ２回戦 合計
1 田柄ダイヤモンドクラブ 93 ③ 86 ② 179
2 学園会 107 100 ① 207
3 光が丘むつみ会 110 100 ② 210
4 若葉相生会 110 106 216
5 北二絆の会 114 108 222
6 練馬熟年会 111 112 223
7 長生会 118 112 ① 230
8 石神友和会 118 112 230
9 石神井明朗会 120 ① 121 241
10 泉寿会 121 ① 123 244
※〇数字はホールインワン数

令和５年度
グラウンド・ゴルフ大会成績一覧

優勝は田柄ダイヤモンドクラブ

開始前にしっかりと準備体操

最後まで気を抜かず一打目指せホールインワン

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

全
10
ク
ラ
ブ
が
一
喜
一
憂
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プ
ラ
ザ
「
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
」
で
、

床
面
積
４
９
０
０
㎡
の
広
さ
に
も

負
け
ず
、
レ
ク
ダ
ン
ス
「
南
国
土

佐
を
後
に
し
て
」
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

「
銀
座
カ
ン
カ
ン
娘
」
の
２
曲
を

力
い
っ
ぱ
い
披
露
い
た
し
ま
し

た
。温

か
く
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
レ

ク
ダ
ン
ス
の
高
橋
先
生
、
エ
ア
ロ

ビ
ク
ス
の
岡
部
先
生
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
は
規
模
を
縮
小
し
て
の
開

催
で
し
た
が
、
今
年
は
演
技
者
１

０
０
０
名
と
い
う
コ
ロ
ナ
前
の
通

常
レ
ベ
ル
と
な
り
ま
し
た
。
日
々

の
活
動
や
練
習
の
集
大
成
と
し

て
、
城
西
ブ
ロ
ッ
ク
84
名
の
う
ち

練
馬
区
か
ら
31
名
の
メ
ン
バ
ー

が
、
武
蔵
野
の
森
総
合
ス
ポ
ー
ツ

城西ブロックで銀座カンカン娘を披露

参加者みんなで記念撮影しました

シ
ニ
ア
健
康
フ
ェ
ス
タ

東
京
２
０
２
３
全
力
で
開
催
！
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12
月
11
日
（
月
）
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
で
「
友
愛
実
践
活
動
講
習

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
老
人
ク
ラ
ブ
が

行
っ
て
い
る
友
愛
活
動
を
よ
り
一

層
充
実
さ
せ
、
会
員
個
々
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
や
知
識
技
術
の
習
得

（
＝
資
質
の
向
上
）
を
目
的
に
、

東
京
都
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
か
ら

の
支
援
で
実
施
す
る
も
の
で
す
。

今
回
は
、
東
京
都
健
康
長
寿
医

療
セ
ン
タ
ー
研
究
所
笹
井
浩
行
博

士
に
よ
る
「
フ
レ
イ
ル
予
防
講
演

会
」
と
三
遊
亭
萬
窓
師
匠
に
よ
る

「
落
語
」
を
行
い
ま
し
た
。

フ
レ
イ
ル
予
防
講
演
会
は
フ
レ

イ
ル
と
は
？
を
知
る
①
「
知
る
」

編
、
心
身
の
状
態
を
確
認
す
る
②

「
確
認
す
る
」
編
、
予
防
と
改
善

に
取
り
組
む
③
「
予
防
・
改
善
」

編
で
構
成
さ
れ
、
と
て
も
わ
か
り

や
す
い
内
容
で
し
た
。
運
動
・
栄

養
・
社
会
参
加
が
フ
レ
イ
ル
予
防

の
３
本
柱
と
の
こ
と
。
老
人
ク
ラ

ブ
で
の
日
々
の
活
動
に
繋
が
る
も

の
を
感
じ
ま
し
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
三
遊
亭
萬
窓

師
匠
の
落
語
で
は
会
場
が
笑
い
と

拍
手
に
包
ま
れ
、
年
末
の
楽
し
い

社
会
参
加
の
ひ
と
時
で
し
た
。

追
記　

11
月
に
各
老
人
ク
ラ
ブ

に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
フ
レ
イ
ル
予
防
」（
笹

井
浩
行
先
生
監
修
）
を
２
枚
ず
つ

お
送
り
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

身近なテーマに聞き入る身近なテーマに聞き入る

三遊亭萬窓師匠による落語三遊亭萬窓師匠による落語多くの方が参加多くの方が参加

友
愛
実
践
活
動
講
習
会

心
身
の
健
康
を
確
認
し
よ
う
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当
会
は
、
下
石
神
井
の
上
久
保

町
会
の
下
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

過
去
に
は
１
０
０
名
以
上
の
会

員
数
で
し
た
が
年
々
減
少
し
、
50

名
以
下
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し

種
々
の
努
力
の
結
果
、
増
加
の
兆
し

が
見
え
て
お
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で

部
活
動
は
３
年
間
制
約
を
受
け
て

お
り
ま
し
た
が
、
10
月
に
は
「
歩

こ
う
会
」
で
牧
野
記
念
庭
園
に
行

き
庭
園
の
植
物
を
楽
し
み
ま
し
た
。

朝
ド
ラ
の
影
響
で
物
凄
く
混
ん

で
い
ま
し
た
。
12
月
に
は
「
旅
行

部
」
で
伊
豆
方
面
へ
の
日
帰
り
旅

行
を
し
ま
し
た
。
部
活
動
と
し
て

は
「
清
掃
部
」
で
月
１
回
神
社
と

道
路
の
清
掃
。「
カ
ラ
オ
ケ
部
」

は
月
２
回
下
石
神
井
区
民
館
で
活

動
し
て
い
ま
す
。「
歩
こ
う
会
」

は
年
２
回
近
場
を
訪
ね
て
い
ま

す
。「
旅
行
部
」
は
年
１
回
日
帰

り
の
バ
ス
旅
行
を
企
画
し
て
お
り

ま
す
。
そ
の
他
年
２
回
の
親
睦
会

を
行
い
ま
す
。
今
後
の
目
標
は
、

新
会
員
の
入
会
を
増
や
す
と
と
も

に
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
、

ま
す
ま
す
盛
況
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

石
神
井
台
鶴
亀
会
は
、
昭
和
45

年
４
月
に
創
立
さ
れ
53
年
に
な
り

ま
す
。
今
ま
で
の
会
長
は
10
年
以

上
会
長
職
を
続
け
ら
れ
、
私
は
５

代
目
の
会
長
で
す
。
老
人
会
に
入

会
し
て
３
か
月
後
に
会
長
に
な
り

ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
が
長
引
き
、
こ
の
よ

う
な
状
況
の
中
で
会
員
の
方
々
が

健
康
で
楽
し
い
日
々
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
る
か
悩
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
し
か
し
受
け
た
以
上
は

全
力
で
頑
張
っ
て
い
く
決
意
で
す
。

主
な
活
動
は
年
１
回
の
総
会
、

年
２
回
の
地
区
で
開
催
さ
れ
る
寿

会
の
推
進
を
は
じ
め
、
健
康
づ
く

り
や
生
き
が
い
の
あ
る
日
々
を
送

る
た
め
、
会
と
し
て
輪
投
げ
・
カ

ラ
オ
ケ
・
絵
手
紙
を
毎
週
開
催
し

て
い
ま
す
。
輪
投
げ
は
毎
週
木
曜

日
に
月
４
回
開
催
し
10
名
前
後
の

方
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
投
げ
る

前
に
全
員
で
ラ
ジ
オ
体
操
を
行

い
、
投
げ
る
回
数
は
10
回
で
す
。

カ
ラ
オ
ケ
は
毎
週
火
曜
日
を
中
心

に
月
４
回
開
催
し
て
お
り
、
８
～

14
名
が
参
加
し
一
人
３
～
４
曲

歌
っ
て
い
ま
す
。
絵
手
紙
は
月
１

回
７
～
８
名
が
参
加
し
親
睦
を
深

め
て
い
ま
す
。

参
加
者
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い

ま
す
が
、
参
加
者
が
「
楽
し
か
っ

た
、
ま
た
参
加
し
た
い
」
と
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
６
人
の
役

員
で
相
談
し
な
が
ら
楽
し
く
推
進

し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
一
人
で
も
多
く
の
方
が
鶴
亀

石神井中

明
る
い

　

未
来
を

あ
け
ぼ
の
会

会
長　

平
野
　
　
毅

石神井西

有
意
義
な

　

活
動
を
目
指
し
て

石
神
井
台
鶴
亀
会

会
長　

右
田
　
誠
禧 さあ　清掃開始！

ク
ラ
ブ
の
広
場

第101号15
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当
北
園
会
は
、
練
馬
区
西
部
の

三
原
台
と
大
泉
の
境
に
あ
る
比
丘

尼
の
交
差
点
か
ら
西
の
北
園
交
差

点
ま
で
一
望
で
き
た
昭
和
40
年
代
に

設
立
さ
れ
、
地
元
の
町
会
自
治
会

と
と
も
に
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

私
ど
も
の
地
域
は
関
越
道
の
南

側
、
目
白
通
り
の
両
側
の
大
泉
町

５
丁
目
・
６
丁
目
に
住
ん
で
い
る

皆
さ
ん
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ブ
設
立
当
時
の
活
動
は

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・
囲
碁
・
将
棋
・

カ
ラ
オ
ケ
・
バ
ス
旅
行
な
ど
に
限

今
年
は
４
年
ぶ
り
に
当
会
の
総

会
と
と
も
に
春
秋
の
誕
生
会
を
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
春

は
、
高
齢
者
に
多
い
誤
嚥
性
肺
炎

の
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
喉
上
げ
体

操
を「
嚥
下
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
協
会
」

か
ら
講
師
を
お
招
き
し
、
嚥
下
機

能
の
低
下
に
よ
る
疾
患
事
故
を
防

ぐ
た
め
の
体
操
を
各
々
百
面
相
の

顔
を
し
て
や
り
ま
し
た
。
た
ま
た

ま
皆
さ
ん
マ
ス
ク
を
し
て
い
た
の

で
恥
ず
か
し
い
顔
は
周
り
に
は
分

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
凄
く
た

め
に
な
り
ま
し
た
。

11
月
19
日
の
秋
の
誕
生
会
は
近

く
に
で
き
た
慈
生
会
練
馬
高
野
台

病
院
に
お
願
い
し
て
、
作
業
療
法

士
・
理
学
療
法
士
の
二
人
の
先
生

に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
高

齢
者
に
な
る
と
一
度
は
悩
む
、
腰

痛
・
膝
痛
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

大泉東

社
会
奉
仕
に

　

皆
の
輪
が
広
が
る

北
園
会

会
長　

木
村
　
太
一

な
が
ら
一
人
の
先
生
が
手
足
の
動

か
し
方
な
ど
を
実
演
し
て
下
さ
る

の
で
、
皆
さ
ん
も
見
な
が
ら
足
を

あ
げ
た
り
腰
を
曲
げ
た
り
あ
っ
ち

こ
っ
ち
で
悲
鳴
が
上
が
る
中
、
楽

し
く
勉
強
し
ま
し
た
。
26
人
の
参

加
で
勉
強
し
た
り
弁
当
を
食
べ
た

り
、
ビ
ン
ゴ
を
し
た
り
楽
し
い
一

日
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
な
が
ら
、

た
め
に
な
る
企
画
を
考
え
た
い
と

思
い
ま
す
。

会
に
入
会
さ
れ
、
楽
し
い
日
々
を

送
ら
れ
る
よ
う
し
っ
か
り
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。

当
会
は
１
９
８
０
年
（
昭
和
55

年
）
の
４
月
に
創
立
さ
れ
、
現
在

ま
で
50
人
前
後
の
会
員
を
擁
し
、

町
会
と
協
力
し
な
が
ら
今
年
で
創

立
43
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
前
ま
で
は
日
本
舞
踊

の
サ
ー
ク
ル
も
あ
り
ま
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
の
間
に
高
齢
に
も
な
ら

れ
、
残
念
な
が
ら
解
散
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

バ
ス
旅
行
も
町
会
と
連
携
し
年

1
回
は
出
か
け
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
も
今
は
中
止
に
し
て
お
り
ま
す
。

石神井東

町
会
と
仲
良
く

　

連
携
し
な
が
ら

石
神
井
町
一
丁
目
末
広
会

会
長　

岩
井
小
夜
子

講演会後に記念撮影

輪投げの腕を磨いています
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当
会
は
保
谷
駅
前
商
店
会
と
そ

の
周
辺
の
住
宅
か
ら
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。
令
和
３
年
に
突
然
会
長

を
仰
せ
つ
か
り
、
老
人
会
と
は
あ

ま
り
関
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
私
に

と
っ
て
１
年
目
は
手
探
り
の
状
態

で
し
た
。

活
動
を
し
て
い
る
中
で
、
当
時

１
０
１
名
の
会
員
数
の
割
に
は

「
部
」が
少
な
い
こ
と
に
気
が
付
き
、

「
会
員
が
参
加
し
や
す
い
部
」
と
し

て
、
２
年
目
に
「
ラ
ジ
オ
体
操
」

を
立
ち
上
げ
、
３
年
目
に
「
書
道
」

を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
会
員
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
取
れ
る

よ
う
に
な
り
、
皆
が
活
き
活
き
と

活
動
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

地
域
社
会
で
は
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
中
、
老
人
会
は
減
っ
て
い

く
の
は
何
故
だ
ろ
う
？　

社
会
情

勢
も
あ
る
だ
ろ
う
、
地
域
の
変
化

も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
練
老
連

と
し
て
は
増
強
運
動
を
推
進
し
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え

た
時
、「
そ
う
だ
南
大
泉
連
合
町

会
と
商
店
街
と
が
一
体
に
な
り
活

動
し
て
い
け
ば
」
と
考
え
連
合
町

会
と
商
店
街
の
協
力
を
得
て
話
し

合
い
を
持
っ
た
結
果
、「
老
人
会
」

を
別
名
「
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
ク
ラ

ブ
」
と
名
付
け
、
チ
ラ
シ
を
作
成

し
て
い
た
だ
き
南
大
泉
全
域
に
回

覧
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
当
ク
ラ
ブ
は
「
６
名
」
の

入
会
が
あ
り
、
増
強
運
動
の
一
翼

を
担
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
も
ひ
と
え
に
連
合
町
会
の
皆
様

の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
感

謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
一

人
で
も
多
く
の
高
齢
者
が
住
み
や

す
く
楽
し
い
老
人
会
を
目
指
し
、

地
域
貢
献
の
た
め
頑
張
っ
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
は
他
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
も

図
り
、
旅
行
会
・
輪
投
げ
・
レ
ク

ダ
ン
ス
に
も
挑
戦
し
よ
う
と
理
事

会
で
話
し
合
っ
て
お
り
ま
す
。

大泉西

新
し
い「
部
」が

　

２
つ
誕
生
し
ま
し
た

八
千
代
会会

長　

稲
垣
由
美
恵

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
で
は

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
に
変
わ
り
、
輪
投
げ
・
健

康
体
操
・
レ
ク
ダ
ン
ス
と
種
目
も

多
岐
に
わ
た
り
時
代
の
変
化
が
感

じ
ら
れ
ま
す
。

当
ク
ラ
ブ
で
は
目
白
通
り
の
清

掃
作
業
を
コ
ロ
ナ
禍
も
含
め
30
年

間
、
月
１
回
続
け
て
き
ま
し
た
。

雨
天
は
中
止
で
す
が
未
だ
中
止
に

な
っ
た
こ
と
が
な
い
の
が
自
慢
で

す
。
参
加
者
も
少
し
ず
つ
増
え
み

ん
な
の
輪
が
広
が
り
地
元
の
人
々

と
の
交
流
も
芽
生
え
て
お
り
ま

す
。文

化
活
動
と
し
て
は
カ
ラ
オ
ケ

月
２
回
、
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
月
１

回
、音
楽
体
操
・
手
話
体
操
月
１
回
、

歩
行
会
・
絵
画
鑑
賞
会
年
２
回
、

敬
老
会
・
食
事
会
年
１
回
な
ど
担

当
を
決
め
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。一丸となって地域の美化に貢献

民謡部の様子
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好
齢
者
灰
に
な
る
ま
で
恋
を
し
て

好
齢
者
灰
に
な
る
ま
で
恋
を
し
て

タ
レ
ン
ト
が
部
屋
で
帽
子
の
芸

タ
レ
ン
ト
が
部
屋
で
帽
子
の
芸
N
O
N
O
人人

��

光
が
丘
む
つ
み
会
　
植
島
　
照
雄

光
が
丘
む
つ
み
会
　
植
島
　
照
雄

短
　
　
歌

短
　
　
歌

川
　
　
柳

川
　
　
柳

は
が
き
絵

は
が
き
絵

足
腰
の
衰
え
嘆
く
立
ち
話

足
腰
の
衰
え
嘆
く
立
ち
話

共
白
髪
苦
労
を
分
け
た
皺
の
数

共
白
髪
苦
労
を
分
け
た
皺
の
数

��
南
大
泉
泉
寿
会
　
大
湊
　
正
男

南
大
泉
泉
寿
会
　
大
湊
　
正
男

絵
手
紙

絵
手
紙

豊玉西寿会　風間　秀雄豊玉西寿会　風間　秀雄

【富士新雪に祝鶴飛翔】【富士新雪に祝鶴飛翔】

谷原幸楽会　石川　清一谷原幸楽会　石川　清一

石
神
井
の
春
惜
し
む
ら
む
花
い
か
だ

石
神
井
の
春
惜
し
む
ら
む
花
い
か
だ

　
　
　
平
和
の
祈
り
の
せ
て
流
る
ヽ

　
　
　
平
和
の
祈
り
の
せ
て
流
る
ヽ

道
の
端
の
名
も
無
き
小
草
を
い
と
お
し
む

道
の
端
の
名
も
無
き
小
草
を
い
と
お
し
む

　
　
　
ら
ん
ま
ん
博
士
の
心
に
ふ
れ
て

　
　
　
ら
ん
ま
ん
博
士
の
心
に
ふ
れ
て

��

桜
台
一
丁
目
桜
ク
ラ
ブ
　
中
島
　
弘
子

桜
台
一
丁
目
桜
ク
ラ
ブ
　
中
島
　
弘
子

苦
し
き
時
無
性
に
母
に
逢
い
た
く
て

苦
し
き
時
無
性
に
母
に
逢
い
た
く
て

　
　
　
涙
で
語
り
娘
に
か
え
る

　
　
　
涙
で
語
り
娘
に
か
え
る

杉
木
立
暑
さ
寒
さ
に
耐
え
忍
び

杉
木
立
暑
さ
寒
さ
に
耐
え
忍
び

　
　
　
我
に
人
生
の
厳
し
さ
教
え
る

　
　
　
我
に
人
生
の
厳
し
さ
教
え
る

��

谷
原
幸
楽
会
　
小
堺
　
貞
子

谷
原
幸
楽
会
　
小
堺
　
貞
子

読
者
投
稿
の
つ
ど
い
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コロナが２類から５類に変更になり社会活
動とともに老人クラブの活動も少しずつ旧に
復し始めています。
それにしても昨年はワクチン接種に明け、
ワクチン接種で暮れた１年でした。コロナ・イ
ンフルエンザ・帯状疱疹。いずれも基礎疾患を
抱えることが多い高齢者にとっては、是が非
でも避けなければならないウイルスです。あ
まりに頻繁なワクチン接種を終えて１句。

編集後記

「練老連」第102号の俳句・川柳・絵手紙・イラスト
を募集します。作品は1人2点まで。
※郵便はがきに、所属クラブ名・氏名・住所・電話
番号を明記の上、下記までご郵送ください。

※紙幅の関係上掲載できない場合があります。予
めご了承ください。

【締切】 令和6年７月31日
【宛先】 〒176-0012 練馬区豊玉北5-27-2

練馬区老人クラブ連合会

投稿募集投稿募集

投稿をお待ちしています！昨日射った ワクチンあれは 何ワクチン

練老連への１円玉の寄付
（令和５年9月～12月）

旭丘1丁目福寿会� 405円

早宮和光クラブ� 850円

氷川台クラブ� 1,240円

友宝会� 1,687円

あり
がとうございましたあり
がとうございました

◇スポンサーへの御礼
練老連発行に際しましてご協力をいただきましたスポンサー各位に厚く御礼申し上げます。
今後とも倍旧の御厚誼を賜りますようお願い申し上げます。

◆ 練老連　今後の予定 ◆

開催年月日 事業名 場　所

令
和
6
年

2月  1日（木）
老人大学教室受講生
募集開始

2月21日（水）
ご招待友愛活動事業
映写会「お終活」

生涯学習センター

3月  8日（金） 輪投げ大会 光が丘体育館

第101号19
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～事務局よりお知らせ～

東京都老人クラブ連合会「軽スポーツ振興整備事業」の支援により
ボッチャの用具を整備し、令和６年４月から貸し出しを行います。
詳細は4月に各会長宛にご案内予定です。

グラウンド・ゴルフ大会
輪投げ大会
老人大学各教室
（歌謡、民謡、コーラス、舞踊、
大正琴、体操、ダンス、音楽健康体操など）
寿文化祭（芸能大会・作品展）
女性部
レクダンス講習会・
手作り講習会・親睦旅行
友愛活動

第101号 20
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